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目安

進

応、水一一
一十
五
年
正
月
十
八
日
、
前
将
軍
足
利
義
持
-
化
は
の
あ
と
な
受
け
て
、

J

村
巾
足
利
一
山
本
の
家
料
い
な

つ

い
だ
の
は
、
義
持
の
が
知
義
円

(
改
名
し
て
義
穴
、
川
口
び
改
名
し
て
義
教
)
で
あ
る
。
義
持
が
一
化
に
臨
ん
で
紋
刷
を
定
め
ず
、
つ
い
に

R
m等
あ
い
一計
っ
て
、
義
持
の
め

川
人
(
い
ず
れ
も
僧
籍
)
の
中
か
ら
畿
な
以
て
義
川
ケ
紋
嗣
L

」
定
め
た
-
」
と
は
川
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
義
教
刷
立
の
時
点
か
ら
、
義

教
が
‘
応
か
れ
什
身
の
休
制
な
か
た
め
る
永
世
子
一
一
一年
ま
で
の
約
一一一年
川
は
、
川
市
附
を
め
ぐ
る
政
治
的
不
公
の
い
ち
じ
る
し
く
日
ま
っ
た
時

別
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
抗
族
間
抜
本
府
政
治
に
刈
し
て
形
作
力
を
も
っ
た
小
さ
ま
ぎ
ま
の
政
治
的
治
勢
力
が
、
政
治
的
安
定
期
に

比
し
て
、
は
る

か
に
強
く
日
己
を
政
治
の
衣
川
に

お
し
川
し
、

政
治
的
な
川
己
主
必
を
な
し
う
ゐ
条
件
を
つ
か
み
得
た
と
い
う
こ
と
に
外

な
ら
ぬ
。
そ
の
ぷ
味
で

、
上
必
約
一
一
一
年
間
の
政
治
地
れ
の
分
析
は
、
出
町
本
府
政
治
山に
の
恥
木
的
な
枠
組
み
J
f
明
ら
か
に
す
る
芯
義
を
も

ち
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
こ
の
時
期
に
は
川
市
抗
日

H
記
、
建
内

μ
、
石
聞
日

一川
山
が
あ
っ
て
、
史
料
的
に
き
わ
め
て
忠
ま
れ
て

い
る
。
第
一
は
義
山

・
義
教
.
一
代
に
わ
た
っ
て
、
けハ川
市
の
政
治
胤
問
と
し
て
幕
府
政
治
の
似
機
に
ふ
が
ふ
し
た
附
捌
か
三
支
院
別
抗
の

け

一一一山
、
符
こ
はいい
来〈
と
し

て
必
府
・
判
廷
川
の
川
政
に
任
じ
、
川
市
府
・

仰
廷
川
行
附
部
の
政
治
的
.
M

動
が
一刻
別
に
本
保
し
た
万
巾
一小
路
時
一川

の
日
心
、
そ
し
て
第
三
は
、
終
始
、
傍
観
者
の
か
一
均
に
身
を
お
い
て
、
政
界
・
教
界
の
二

，
l
ス
は
も
と
よ
り
、
社
会
的
な
大
事
件
か
ら

市
井
の
小
叫
件
・
ま
で
、
凡
凶
の
ま
に
ま

に
築
録
し
た
、
だ
く
べ
き

U
汚
心
の
ね
、
じ
い
、
伏
比
一日
い
いい
'成
脱
王
の
け
一
以
で
あ
ら
。

本
杭
は
、
主

と
し
て
右
の
一一一
史
料
引
を
川
い
て
、
義
教
州
一
式
後
二
年
山
の
政
治
地
れ
な
記
究
し
て
、
こ

の
段
間
に
お
け
る
、一上-裂
な
政
治
山
人

的
観
点
を
提
示
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

足
利
義
教
嗣
立
則
の
幕
府
政
治
(
佐
保
)
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義
円
の
嗣
立
に
対
す
る
政
治
的
諸
勢
力
の
反
応

義
円
は
応
、
水
三
十
五
年
(
問
月
一

一十
七
日
改
元
し
て
正
長
五
年
)
一一
一
月
十
三
日
還
俗
し
て
義
冗
と
改
名
、
川
月
十

一
日
評
定
始
・
判
始

を
行
い
、
川
月
十
川
口
沙
汰
始
・
的
始
を
行
う
。
そ
し
て
翌
年
(
九
月
五
円
改
心
し
て
、
水
寸
，
t
五
年
)
一
二
月
十
五
日
一
円
皮
改
名
し
て
義
教
と

名
の
り
、
征
夫
ド
ヘ
将
軍
の
穴
下
を
受
け
る
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
に
お
い
て
、
幕
府
と
明
廷
の
川
に
必
見
の
対
立
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
い

る
。
義
川
の
嗣
守一が
何
ら
制
廷
に
械
介
さ
れ
な
い
こ
と

に
対
し
て
朝
廷
側
が
不
川
仰
を
表
明
し
て

い
る
(
滞
納

m
r川
一
倍
む
の
は
、
そ
の
一

兆
候

で
あ
る
が
、
一
向
者
の
な
は
が
は
っ
き
り
し
た
対
立
を
示
す
故
初
の
出
来
事
は
義
円
の
泣
俗
と
俗
行
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
義
川
刷

立
の
翠
け
、
山円借府
側
の
消
済
が
、
義
円
嗣
ウ
ー
後
、
山
ち
に
俗
名
に
改
め
、
俗
人
た
る
将
平
(
将
軍
宣
下
以
前
で
あ
る
が
叫川一
一人
k
の
将
軍
)

に
ふ
さ
わ
し
い

V
似
合ι
与
え
ら
れ
た
い
と
一段
位
し
た
の

に
対
し
て
、
朝
廷
側
の
万
引
小
路
時
川
は
、
現
に
法

体

(
髪
が
な
い
)
の
人
が.五

似
し
て
俗
名
を
つ
け
る
の
は
お
か
し
い
で
は
な
い
か
、
ま
た
元
服
以
前
に
俗
行
を
与
え
る

こ
と
は
、
法
体
の
人
に
俗
山
刊
を
与
え
る
こ
と
に

な
る
か
ら
不
吋
で
あ
る
と
以
論
、
結
-
M
m州
済
は
、
義
円
法
休
の
堺
市
天
の
上
に
反
問
さ
れ
た
王
朝
的
な
形
式
論
に
川
し
て
、
義
川
の
泣
俗
と

俗
官
取
得
を
一
二
月
ま
で
延
刈
す
る
。
泌
済
は
そ
の
際
、
時
一
川
の
立
は
を
の
ん
だ
す
ぐ
あ
と
で
、
「
.
為
川
別
立
出
向
々
問
也
、
不
川
口
外
」
と
昨

日
川
に
口
止
め
し
て
い
る
(
似
枇

r唯
一
納
)
。
こ
こ
で
川
ら
か
な
こ
と
は
、
詳
府
側
が
、
み
円
の
地
ん
仰
い
を
体
作
成
づ
け
る
形
式
を

一
日
も
い
〈
燃
え
ね

ば
な
ら
ぬ
と
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
か
か
る
挺
必
が
外
部
に
感
知
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
し
て
い
る
こ
と
の
一
一
点
で
あ
っ
て
、
義
川
の
地
ん
川
一

に
関
す
る
形
式
の
不
備
が
政
局
に
不
安
を
も
た
ら
す
こ
と
を
恐
れ
た
が
た
め
と
考
え
て
出
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
問
題
と
な
る
の
は
将
慣
は
ド
で
あ
る
。
山
済

・
時
一
川
の
山
に
還
俗

・
俗
行
に
つ
い
て
応
酬
の
あ
っ
た
数
円
後
、
行
前
市
山
治
家

が
当
代
の
儒
宗
と
し
て
公
式
の
問
に
令
名
の
一
此
い
治
以
'
A
R
に
、
還
俗
・
将
軍
冗
ド
の
川
行
を
問
う
た
の
に
答
え
て
、
丸
町
は
、
法
体
の
ま

ま
俗
名
を
つ
け
る
の

は
非
人
と
同
じ
、
だ
か
ら
不
可
で
あ
る

(
僧
似
を
処
潤
す
る
際
、
名
前
だ
げ
俗
名
に
か
え
て
、
俗
人
に
擬
し
た
上
で
処

罰
す
る
慣
例
を
引
い
て
、

そ
の
裏
返
し
の
論
児
を
川
い
る
)
、
し
か
し
将
軍
冗
下
は
祈
例
を
聞
く
と
考
え
れ
ば
不
可
は
な
い
と
す
る
。
こ

(征
)

れ
を
開
い
た
時
一貯
は
、
良
資
の
芯
見
を
非
と
し
て
、

「
以
法
体
之
身
、
争
可
蒙
口
罰
之
宜
技
」
と
、
王
択
す
る
(
時
制
服
一
元
背
広
三)
。
時
一時
が
父

し
で
も
空
疎
な
形
式
論
を
用
い
て
い
る
の
は
驚
く
に
当
ら
な
い
が
、
良
賢
が

一
歩
幕
府
の
、
l
仮
に
歩
み
よ
っ
て
い
る
の
は
川
政
で
あ
ろ
う
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か
。
彼
が
時
房
よ
り
遥
か
に
低
い
下
級
行
僚
陪
に
属
し
て
、
そ
の
一
.
家
」
経
済
の
死
〈
仰
を
幕
府
に
制
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
っ

て
、
そ
の
た
め
に
幕
府
に
お
も
ね
っ
た
と
解
さ
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
良
賢
は
同
じ
問
題
に
つ
い
て
義
円
還
俗
後
(
一
克
服
以
前
)
の
問
月

五
日
に
、
義
円
は
年
令
す
で
に
一
一
一
十
余
才
、
そ
の
上
、
股
物
を
帯
す
る
上
は
で
将
軍
事
強
不
可
依
先
規
以
」
と
述
べ
て
(
瑚
附
時
計
い
日
)
、
事
実

を
抗
祝
す
れ
ば
、
中
…
我
丘
は
一
克
服
以
前
と
は
一一一日
え
、
幼
誌
と
同

一
似
し
え
な
い
故
、
元
服
以
前
将
軍
宣
下
の
新
例
を
開
い
て
不
可
な
し
と
、
主

張
し
て
い
る
の
を
は
れ
ば
、
彼
の
幕
府
へ
の
一
同
調
を
全
く
の
阿
設
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
彼
が
侃
宗
と
し
て
、
外
↓
記
の
権
威

と
し
て
、
武
家
に
も
信
任
符
く
、
幕
府
の
奉
行
人
と
家
職
を
通
じ
て
密
接
な
交
渉
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
点
に
こ
そ
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
良
賢
は
芯
識
と
論
理
に
お
い
て
、
公
家
と
武
家
の
中
間
に
位
す
る
人
物
(
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
集
問
の
代
表
者
)
と
い
う

べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
将
軍
穴
下
の
遅
延
に
業
を
に
や
し
た
幕
府
(
災
は
義
江
)
が
、
将
軍
日
下
以
前
で
は
あ
る
が
、
い
よ
い
よ
六
月
か
ら
義
穴

の
御
判
を
以
て
天
下
の
雑
訴
を
成
敗
す
べ
し
と
決
定
す
る
に
及
ん
で
、
山
山川
原
良
賢
は
断
然
こ
れ
に
反
刈
し
て
一
一
リ
フ
(
球
目
…
r
問純一
)。

征
夷
大
将
軍
以
前
判
断
天
下
市
無
子
細
者
、
前
人
モ
蹴
非
将
軍
、
就
権
威
可
有
成
敗
哉
、
此
条
不
可
之
中
有
恐
、
蹴
将
軍
非
一川
判
断
天

下
一
引
、
近
代
之
風
儀
也
、
然
者
以
将
軍
之
明
日
、
其
以
後
以
御
判
御
成
敗
之
条
、
ん
労
一川
然
法
、

将
軍
宣
下
な
く
し
て
天
下
の
政
務
を
行
っ
て
た
支
え
な
し
と
す
れ
ば
、
災
力
を
以
て
将
軍
に
と
っ
て
代
わ
る
者
が
あ
ら
わ
れ
た
均
合
、
彼

に
椛
力
の
正
当
性
な
し
と
一一一
日
え
な
い
で
は
な
い
か
、
将
軍
丘
一卜
な
し
に
天
下
の
政
務
を
行
う
こ
と
も
、
将
年
で
あ
り
な
が
ら
天
下
の
政
務

を
行
わ
な
い
こ
と
(
義
尚
在
壮
中
の
将
軍
義
持
及
び
義
持
京
社
巾
の
将
軍
義
足
こ
そ
そ
の
近
例
)
も
、
と
も
に
以
て
不
可
で
あ
る
。
将
軍

の
称
号
と
天
下
の
政
務
判
断
の
地
位
は
不
可
分
の
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
諭
即
で
あ
っ
て
、
本
・
肘
に
と
っ
て
天
日
制
の
ふ
ん
竹
花
が

不
可
避
の
史
的
で
あ
る
こ
と
な
説
明
し
た
い
以
ハ
す
べ
き
文
字
で
あ
る
。
義
行
が
こ
の
論
開
に
い
川
し
た
こ
と
は
一
一
一
日
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
に
紹
介
し
た
判
廷
側
の
、
主
張
は
、
法
体
の
義
円
が
将
軍
家
の
紋
嗣
と
な
っ
た
、
い
わ
ば
偶
然
的
な
異
状
事
態
に
抗
日
川
し
て
、
は
し

な
く
も
表
川
し
た
削
廷
の
刈
幕
府
観
で
あ
る
が
、
他
山
、
本
府
側
の
政
治
的
不
安
に
来
じ
て
、
机
廷
側
の
試
み
た
円
己
顕
一万
的
な
む
花
、
主

張
の
要
点
も
多
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
小
松
上
人
引
が
以
訟
に
服
忌
令
を
拡
大
解
釈
し
て
、
義
持
の
葬
儀
に
'
参
会
し
た
公
卿
の
院
参

た
い
作
止
し
て
、
二
十
日
間
箆
居
を
指
令
し
た
事
実
(
州
制
λ

一
肌
当
日
…
…
ド
計
五
)
、
義
円
嗣
守
一
後
の
初
人
主
で
あ
る
天
王
寺
別
当
職
の
交
迭
に
、
上

P1
1

が
許
可
を
与
え
ず
、
逆
に
幕
府
の
人
事
慌
に
局
す
る
石
山
川
水
検
校
の
交
迭
を
上
主
が
義
円
に
.
要
求
し
て
、
義
川
の
杭
絶
に
あ
っ
た
弔
山
一
…
〈

足
利
義
教
制
立
則
の
幕
府
政
治
〈
佐
藤
V

互工



Hosei University Repository

法
政
史
学

第
二
十
号

品川
M
K刺
)
、
沖
旬
祭
主
ド
ヘ
小
川
辺
ぃ
他
の
死
闘
守
補
す
る
に
際
し
て
、
ト
山
ー
が
先
例
に
い
比
し
て
川
沿
い
加
と
協
必
ず
み
こ
と
た
く
人
が
ケ
一決
定
し

た
た
め
、
川
市
府
の
次
冷γ
と
砧
心
し
て
、
問
泌
が
一
お

こ
したい山汁川いいん

(川凶
γ
川

V
N
刈
ド
ド
)、
パ
俗
山
川
の
改
心
必

h

川
に
い
刈
し
て
、
ト
ー
け
い
が
光
午
祢
光

X

1
即
位
の
改
・
LJT-
求
ん
だ
際
、
む
代
義
持
が
こ

μzM
-如
何
し
た
引
実
右
下
げ
て
、
子
次
の
改
.
ん

に
叩
色
合

以
し
た
が
尖
(
淵
川
い
ふ
と
な
ど
、
公

式
の
刈
ヶ
一J
f
川
川
る
引
例
Jd
少
な
か
ら
ず
折
、フ
ニ
L
」が
で
き
る。

山山小、

小竹
の
州
~
川
れ
、
ぷ
一政
補
問
山
出
は
、
上
山
は
仙
制
約
守
町
に
じ
で
以
'
守
つ
ら

ぬ
こ
う
と
し
、
議
冗
ば
、
柳
川
の
い
巾
け
は
い品
川
・
義
持
「
一
向
什
小
ー一
し
た
む
例
あ
り
、
か
か
る
た
例
に
た
が
う
勅
約
は
「
不
得
丸
ぷ
」
と
ば

(
山
口
〉

油
す
る
之
と
も
に
、
k
氾

・
義
江
川
の
川
岐
に
引
っ
た
昨
日
に
r川
っ
て

、

「
川引山町小.ん
士
山一一例、

川川
口
川
知
比
、
併
込
ゐ
不
心
け
r
ノ」法
一
と
九州一州ば

し
て
、
'
い
し
日
に
帆
ん
ぜ
ら
れ
て
い

る
こ
と
へ
の
強
い
不
治
'
マ
あ
ら
わ
し
て
い

る
。

以
上
の
よ
う
に
、
弘
府
・
義
穴
と
明
廷
・
上
止
と
の
対
立
を
治
る
い
下
突
が
、
山
衣
川
川
州
立

の
山
後
か
ら
次
七
と
あ
ら
わ
れ
る
が
、
た
代
義

仲
村
の
時
代
に
比
べ
れ
ば
、
信
仰
側
の
態
山
崎
は
慨
し
て
微
沿
的
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
対
立
が
次
々
と
お

e

}

る
こ

と
そ
れ
川
体
が
、

幕
府
側
の
低
姿
勢
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
は
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
げ
が
府
側
の
こ
の
よ
う
な
態
皮
の
交
化
は
一
体
何
に
よ
ろ
の
で
あ
ろ
う

が
。
戸
」
の
疑
問
に
答
え
る
に
は
、
よ
り
広
く
当
時
の
政
治
状
氾
を
検
川
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
ず
第

一げ
に
山
け
さ
れ
る
の
は
関
東

に
お
け
る
込
山
刊
持
氏
と
雨
明
系
地
方
努
力
の
動
向
で
あ
ろ
う
。
こ
の

二
つ
の
勢
打
は
前
代
以
求
、
川
相

γ

斗
に
述

m
JV-保ち
、
必
府
の
政
問
に

不
安
が
お
と
、
ず
れ
る
ご
と
に
、
両
川
(
け
な
い
比
本
行
動
を
く
り
一
泊
し
て
き
た
。
し
か
も
、
そ
の
際
、
拡
府
巾
恨
の
直
刊
の
巾
に
、

か
れ
ら
と
え

脈
を
通
ず
る
朽
の
あ

っ
た
こ
と
は
見
逃
し
が
た
い
乍
災
で
あ

っ
て

、
そ
こ
に

、
凶
東
及
び
出
羽
勢
力
の
内
心
川
守
単
な
る
地
ガ
的
な
動
き
と

し
て
峰
視
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
班
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
例
廷
で
は
称
光
天
民
が
屯
病
に
か
か
っ
て
お
り
、
し
か
も
天
止
に
は
子
が
な
か
っ
た
が
ら
、
ト
ソ
引
は
じ
め
明
廷
小
川
脳
部
は
何

人
守
山
悩
と
定
む
べ
き
か
と

い
う
南
大
問
題
に
区
別
し
て
い
た
。
議
立
の
嗣
ウ
一
か
ら
十

一
日
後
に
丸
る
7
1

月
一
一十
九
日
、
雨
明
の
弘
胤
で

公
愛
ふ
の
い
い
K
老
の
出
に
あ
っ
た
護
聖
院
官
が
ほ
の
病
気
を
班
山
に
退
院
し
た
と
い
う
い
下
山
十
一
ん
が
、
伝
引
い
何
時
一
回
の
一
日
必
の
中
に
注
怠
深
く
乃
さ

と
め
ら
れ
て
い
る
(
四
州
統
、
)
の
は
、
心
府
に
お
け
る
義
持
・
義
笠
の
交
代
、
明
任
)
に
お
け
る
天
日
の
市
.
惑
と
い
う
こ
の
時
点
で
、
市
制
系
の

人

々
の
行
動
が
明
短
か
ら

(
そ
し
て
恐
ら
く
幕
府
か
ら
も
)
ケ
び
し
い
佐
川
m
JT
受
け
て
い

る
こ
と
を
治
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
け
じ

年
の
五
月
下
旬
、
一
卜
野
の
宇
都
吋
氏
は
じ
め
幕
府
の
庇
護
を
受
け
る
関
東
の
一
公
民
中
山
氏
よ
り
京
町
山
に
も
た
ら
さ
れ
た
被
告
に
よ
れ
ば
、川村

氏
が
投
句
と
山
氏
・
汀
ウ
-以
て
社
決
、
マ
ノ
ベ
く
'
い
し
治
'
位
決
ぷ
し
、
げ
領
ト
ぃ
杉
廿
ぃ
品
川
え
が
浪
路
ま
で
川
い
て

、
そ

の
決
ぷ
JT
よ
う
や
く
持
え
さ
せ
た
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と
い
う
(
崎
明
日
阻
止
一
肝
一
首
均
一
口
繍
)
。
つ

い
で
七
川
七
日
の
派
交
、
小
九
日
行
川
市一一
以
が
一
治
官
、
一
J
q
o
m三
次
ば
後
危
山
天
止
の
日
子
で

、
出
羽
の一札

制
と
目
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
巾
十
い
…
汝
は
山
市
か
ら
い
川
口
(
マ
ぬ
け
て
伊
勢
に
人
ハ
川
、

f
i
時
以
た
の
一
川
明
勢
力
で
あ
っ
た
阿
川
北
品
川
洲
雅
に
迎

え
ら
れ
て
、
治
雅
の
一
民
十
日
市
蜂
起
の
肱
じ
る
し
に
問
い
ら
れ
る

G

町
中
放
の
京
都
出
奔
、
伊
勢
入
り
は
、
災
は
関
東
の
持
氏
が
北
品
に
指
令
し

た
結
果
で
あ
る
と
い
う
噂
が
流
布
し
、
在
京
の
大
名
中
に
与
同
者
あ
り
と
の
噂
ま
で
流
れ
る
(
蛸
判
明
必
一
間
羽
一
ー一諸制一回
F
陥
)
。
そ
し
て
聖
承
の

伊
勢
入
り
が
確
認
さ
れ
た
日
の
翌
日
(
七
月
十
三
日
)
、
伏
見
官
貞
成
親
王
(
右
問
日
記
の
記
者
)
の
王
子
彦
仁
王
が
称
光
天
皇
の
後
継
者

に
決
定
し
、
ひ
そ
か
に
若
王
子
町
に
移
さ
れ
て
、
赤
松
氏
が
同
じ
く
秘
密
裡
に
そ
の
警
護
に
任
令
す
る
。
王
子
の
身
柄
を
奪
い
去
ら
れ
な
い

た
め
の
府
立
で
あ
る
じ
刊
月
廿
円
祢
た
天
皇
が
死
し
、
ゑ
に
王
が
旦
山
M
L
V
7
J
む
(
後
山
山
崎
刈
天
空
白
)
と
、

J

て
の
八
日
没
に
は
奈
良
に
在
っ
た

雨
明
の
虫
胤
佐
山
叫
が
い
以
仰
に
移
さ
れ
る
(
一
昨
r明
yc
こ
れ
が
、
以
幕
勢
力
に
が
つ
が
れ
る
吋
能
性
の
あ
る
人
物
セ
幕
府
の
監
視
の
も
と

に
お
く
た
め
で
あ
る
こ
ど
は
ー
パ
う
ま
で
も
な
い
。

一
方
、
義
宣
は
行
回
目
山
洲
家
の
伊
勢
守
護
守
解
任
し
て
、
土
岐
持
頗
を
新
補
し
、小いい
一〈波
守
護
ヒ
岐
頼
益
と
協
力
し
て
、
北
白
川
を
辻
伐

十
ノ
べ
し
と
命
ず
る
。
こ
う
し
て
義
穴
の
刷
立
後
わ
づ
か
下
心
r
ー
に
し
て
、
伊
勢
北
山
の
乱
が
起

-)
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
凡
て
く
れ
ば
、
義
氏
の
刷
古
山
後
、
何
比
例
処
側
の
政
治
的
発
J
力
が
川
ん
し
、
こ
れ
に
日
比
し
て
幕
府
側
が
前
代
と
打
っ

て
交
っ
た
低
安
勢
守
一
示
し
た
か
、
と
い
う
疑
問
ば
、
あ
る
程
皮
答
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
ば
ま
さ
に
清
原
良
賢
が
論

m的

・
抽
象
的
に
説
明
し
た
抜
乱
者
、
山
口
訴
任
者
川
現
の
お
そ
れ
が
、
総
府
の
政
治
的
立
川
町
を
低
下
さ
せ
、
反
対
に
朝
廷
の
そ
れ
合
相
対
的
に
一
川

め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
纂
奪
者
出
現
の
お
そ
れ
も
早
党
政
局
不
安
の
一
表
現
に
外
な
ら
ず
、
本
来
的
に
は
室
町
幕
府
に
お
げ
る
将
軍
権

力
及
び
守
護
の
領
国
支
配
体
制
の
脆
弱
性
か
ら
発
す
る
も
の
と
い
う
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。

二
、
義

教

の

政

ミA
，口

方

室十

将
軍
義
教
時
代
の
幕
府
政
治
を
考
え
る
場
合
、
照
代
将
軍
の
中
で
、
す
、
ぐ
れ
て
個
性
的
な
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
義
教
の
支
問
者
怠
識

を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
は
彼
の
最
初
の
改
名
に
平
く
も
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
還
俗
し
て
俗
名
を
定
め
る
に
当
っ

て
、
候
補
に
上
が
っ
た
義
雅
、
義
規
、
義
英
、
義
宣
等
の
中
か
ら
、
「
義
宣
」
の
丈
字
を
選
ん
だ
の
は
、

足
利
義
教
樹
立
期
の
幕
府
政
治
ハ
佐
藤
)

-[:: 
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法
政
史
学

第
二
十
号

八

五
字
釈
事
、
布
也
、
明
也
、
偏
也
、
通
也
、
委
宣
字
尽
也
ト
云
釈
ア
リ
、
是
ハ
ッ
ク
ル
窓
ニ
テ
ハ
非
ス
、
仮
令
、

(

ス

)

一一-一回
被
究
極
之
意
ナ
リ
、
の
物
ノ
ッ
ク
ル
儀
ニ
ハ
非
ス
、
宣
旨
ニ
テ
決
断
ロ
ル
儀
也
(
唯
一
報
一
二
服
鯨
一
一
一
)
、

と
あ
る
よ
う
に
、
宣
の
字
が
決
断
を
怠
味
し
、
天
下
の
政
務
を
決
断
す
る
将
軍
の
権
力
を
象
徴
す
る
文
字
で
あ
る
点
に
注
目
し
た
か
ら
に

ち
が
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
年
後
の
正
長
二
年
三
月
か
れ
は
、
こ
の
「
義
穴
」
の
訓
「
ヨ
シ
ノ
ブ
」
を
嫌
っ
て
再
度
改
名
し
て
義
教
と

名
の
る
(晴間部
斑ド
ヨ一位祥一一一山一紘一一一
時
い
む
か
U
け
と
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
教
の
字
に
、
「
特
為
上
之
人
御
名
字
相
応
者
也
、
万
国
弥
可
応
御

政
教
之
兆
欺
t

一
と
い
う
説
明
が
つ
い
て
い
た
(
鴇
一
説
γ
日
紙
一
一
)
か
ら
で
あ
る
。
義
教
が
、
改
名
の
文
字
に
将
軍
の
地
伎
を
象
徴
さ
せ
て
い

る
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
彼
の
強
烈
な
椛
力
芯
識
を
う
か
が
う
乙
と
が
で
き
よ
う
。
次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
正
長

二
年
三
月
廿
三
日
の
除
目
に
、
彼
が
提
出
し
た
年
給
中
文
に
「
安
宿
禰
国
家
」
と
い
う
、
異
例
の
仮
名
を
用
い
て
い
る
事
実
で
あ
っ
て

縄
問
縮
、
)
、
「
安
二
国
家
こ
と
い
う
丈
字
に
、
彼
の
政
治
の

ス
ロ

ー
ガ
ン
が
託
さ
れ
て
い

る
と
は
る
ニ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
駿
河

の
守
護
今
川
家
の
相
続
争
い
に
一
十
沙
し
て
、

「
不
被
任
父
謀
、
引
述
御
沙
汰
有
一
ア
、
.wμ

一
一
同
錯
乱
七
ハ
、
一
向
御
成
敗
ノ
相
違
ニ
可
成

品
。
」
(
瑞
制
時
川
誠
一
一口
一qT)
と
述
べ
た
よ
う
に
、
ツ行
山
中
川
り
任
務
ば

ぺ
公
国
家
二
一
あ
り
と

い
う
、i
以
守
、
伎
は
-
」
れ
日
ら
心
ゃ
あ
る
ご
と
に
く
り

返
し
て
行
く
か
ら
で
あ
る
。

将
軍
の
地
位
と
任
務
に
対
す
る
義
教
の
芯
識
が
、
羽
山
一
一
〈
の
政
治
状
況
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し
て
、
ど
の
よ
う
な
政
策
が
生
み

出
さ
れ
た
か
。
こ
れ
が
次
に
考
え
る
べ
き
問
也
で
あ
る
が
、
そ
の
ん
下
川
的
な
検
討
は
他
の
機
会
に
譲
っ
て
、
こ

こ
で
は
た
だ

一
つ
、
将
軍

専
制
へ
の
志
向
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
c

正
長
一
五
年
五
月
廿
六
日
、
義
立
は
「
御
沙
汰
ヲ
正
直
一
一
諸
人
不
合
愁
訴
様
ニ
、
有
御
沙
汰
度
事
也
」
と
述
べ
て
、
評
定
衆
、
引
付
頭
人

の
再
設
を
指
令
す
る
(
硝
W
附間
一矧)
。
大
体
、
評
定
及
び
引
付
の
制
度
は
、
鎌
倉
時
代
に
創
設
さ
れ
て
、
幕
府
訴
訟
制
度
の
発
展
の
主
要
な
担

い
手
と
な
っ
た
が
、
室
町
幕
府
が
南
北
朝
後
期
に
管
領
を
設
置
し
て
、
そ
の
地
位
権
限
を
強
化
す
る
に
及
ん
で
、
評
定
は
形
骸
化
し
、
引

付
は
廃
止
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
評
定
・
引
付
制
度
は
管
領
制
度
の
発
旧
民
と
表
裏
し
て
没
落
し
た
。
，
」
の
よ
う
な
訴
訟
制
度
史
の
大
体
に
徴

す
れ
ば
、
今
そ
の
評
定
・
引
付
制
度
を
復
興
し
よ
う
と
す
る
義
教
の
芯
凶
が
、
管
領
の
地
位
権
限
を
抑
止
す
る
点
に
あ
る
こ
と
ほ
さ
し
て

必
保
に

M
P、
な
い
と
こ
み
で
お
ろ
、
ッ
。
さ
ら

二ド
札
口
以
一
一
年
八
月
一
一
十
川
付
の
「
本
行
人
山
川
川
以
，J
状
彼
泌
が
」
と
泌
す
る
法
令
に
よ
れ
ば
、

「
於
向
後
者
、
ト
山
裁
粁
汁
以
別
山ゃ
れ
之
外
、
所
松
山
い
町
止
也
L

と
あ
っ
て
(榊
蹴
諸
問
叫
ん
」
♂
Jh
刈
ト
)
、
以
別
小
一
本
行
は
訴
状
む
将
軍
に
山
円以
披
露
で
を

天
子
居
上
衆
ニ一一
日
以
一
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る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
義
持
の
時
代
に
は
、
行
領
の
下
に
賦
奉
行
が
あ
っ
て
、
訴
訟
受
聞
の
椛
限
を
独
占
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
こ
の

法
令
発
布
以
前
の
或
る
時
点
で
、
以
(
別
)
奉
行
は
管
領
所
属
か
ら
将
車
抗
一
肌
に
変
わ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
行
領
が
訴
訟
手
続
上
の
H
.取

初
の
関
門
を
拐
す
る
賦
奉
行
を
そ
の
所
管
か
ら
欠
っ
た
こ
と
が
、
管
債
の
杭
力
に
と
っ
て
如
何
に
大
き
な
打
撃
で
あ
っ
た
か
は
推
し
て
知

る
べ
し
で
あ
る
。
叉
、
盃
附
の
礼
に
つ
い
て
前
済
の
詰
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
義
治
は
武
家
よ
り
も
公
家
に
礼
を
以
く
し
、
ま
た
大
名
を

市
一
ん
じ
た
が
、
義
持
は
管
領
を
市
一
ん
じ
て
大
名
を
軒
ん
じ
、
公
卿
よ
り
も
竹
領
を
市
一
ん
じ
た
。
而
し
て
「
当
御
代
(
義
教
)
御
沙
汰

ハ
同
子
鹿
苑
院
敗

(
義
尚
)
御
沙
汰
」
と
(
棟
一
組
一
一
叩
版
続
)。
こ
れ
又
義
教
が
、
義
持
の
符
領
市
一
川
の
方
針
を
改
め
て
、
管
領
の
権
威
を
低

下
さ
せ
る
方
針
を
打
出
し
た
こ
と
を
諮
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
義
教
は
行
領
を
抑
止
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、

一
…
ギ
に
将
軍
専
制
を
実

現
し
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
行
領
抑
止
は
直
接
的
に
は
示
日
肘
に
お
け
る
管
領
の
地
伏
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
そ
の
以
川
、
前
、
巨
層
の
発

一一一日
力
を
相
対
的
に
上
外
さ
せ
る
。
従
っ
て
義
教
は
第
二
段
の
政
策
と
し
て
主

n
M
の
抑
止
に

F

川
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

管
領
抑
止
を
将
軍
専
制
へ
の
第

一
段
附
と
認
め
て
、
一
ま
ず
こ
の
小
稿
を
と
じ
る
こ
と
と
す
る
。

日
比
利
義
教
嗣
立
別
の
幕
府
政
治

(佐
政
ν

ブL


